
(57)【要約】

【課題】　本硬化したパネル素材の表面に意匠凹部を深

く且つ適度な幅に形成し、塗料の浸透だけでなく剥離を

も防止する。

【解決手段】　ＡＬＣパネル１は、オートクレーブ工程

と養生工程とを経て本硬化したパネル素材２の表面に転

写ローラ３の凸部４が押し付けられて形成された意匠凹

部５を多数個分散状に有する。各意匠凹部５は深さ３～

１５ｍｍ、幅３～３０ｍｍ（実施例では深さ５～１０ｍ

ｍ、幅５～１２ｍｍ）に設定する。パネル素材２の横断

線上に位置する意匠凹部５の幅寸法の合計値をパネル素

材２の幅の１／２以下に設定する。意匠凹部２の底を角

が生じないように曲面とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 の 表 面 に 転 写 ロ ー ラ の 凸 部 が 押 し 付 け ら れ て 形 成 さ れ た 深 さ ３ ～
１ ５ ｍ ｍ 、 幅 ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 意 匠 凹 部 を 多 数 個 分 散 状 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｌ Ｃ パ
ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 パ ネ ル 素 材 の 横 断 線 上 に 位 置 す る 多 数 個 の 意 匠 凹 部 の 寸 法 合 計 値 が パ ネ ル 素 材 の 幅 の １
／ ２ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 意 匠 凹 部 の 底 が 曲 面 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 面 に 意 匠 凹 部 が 形 成 さ れ た Ａ Ｌ Ｃ （ 軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト ） パ ネ ル に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 表 面 に 型 部 材 の 凸 部 を 押 し 付 け て 意 匠 凹 部 を 形 成 す る 技 術 が
知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 前 の 半 硬 化 状 態 の パ ネ ル 素 材 の
表 面 に 凹 凸 模 様 を 有 す る ロ ー ラ 又 は 平 板 を 押 し 付 け る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２
に は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 及 び 養 生 後 に 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 の 表 面 に 凹 凸 模 様 を 有 す る ロ ー
ラ を 押 し 付 け る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 の
表 面 を 工 具 で 切 削 し て 、 帯 状 の 意 匠 凹 部 を 加 工 す る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ０ － ２ ７ ５ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ － ２ ４ ７ １ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ５ ８ － １ ６ ０ １ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル に よ る と 、 強 度 が 小 さ い 半 硬 化 状 態 の パ ネ ル 素 材
を 型 押 し す る の で 、 パ ネ ル 素 材 の 縁 が 欠 け た り 、 意 匠 凹 部 の 内 面 に ク ラ ッ ク が 入 り や す か
っ た 。 ま た 、 オ ー ト ク レ ー ブ 工 程 で は 意 匠 凹 部 の 内 面 に 無 数 の 気 孔 が 開 口 す る の で 、 塗 装
時 に 塗 料 が 気 孔 や ク ラ ッ ク に 浸 透 す る 。 特 に 、 機 械 塗 装 の 場 合 は 、 塗 料 必 要 量 の 最 大 部 位
に 合 わ せ て 表 面 全 体 の 塗 布 量 を 一 様 に 設 定 す る た め 、 塗 料 が 意 匠 凹 部 に 浸 透 す る と 、 パ ネ
ル 全 体 の 塗 料 使 用 量 が 大 幅 に 増 え る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 特 許 文 献 ２ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル は 、 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 を 型 押 し す る の で 、
欠 け や ク ラ ッ ク が 生 じ に く い 。 ま た 、 気 孔 が 型 部 材 の 凸 部 で 押 し 潰 さ れ て Ａ Ｌ Ｃ 母 材 の 破
砕 粒 子 で 閉 塞 さ れ る の で 、 意 匠 凹 部 の 内 面 が 緻 密 か つ 平 滑 に 仕 上 げ ら れ る 。 こ の た め 、 意
匠 凹 部 に お け る 塗 料 の 浸 透 を 防 止 し 、 パ ネ ル 全 体 の 塗 料 使 用 量 を 節 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 そ の 反 面 、 意 匠 凹 部 の 内 面 が 平 滑 に 仕 上 げ ら れ て い る と 、 そ の 内 面 に 付 着 す る
塗 料 の 食 い 付 き が 少 な い た め に 塗 料 の 保 持 力 が 弱 ま る 。 し か も 、 特 許 文 献 ２ で は 、 ゴ ル フ
ボ ー ル の 表 面 状 態 の よ う な 浅 い デ ィ ン プ ル 形 状 を 意 図 し て お り 、 ま た 、 本 硬 化 し た パ ネ ル
の 場 合 は 加 工 時 に 大 き な 押 圧 力 が 作 用 す る こ と も あ っ て 、 意 匠 凹 部 は （ 直 径 が 比 較 的 大 き
い の に 対 し て ） 深 さ を 浅 目 に 制 限 （ 同 文 献 ２ に 深 さ ２ ｍ ｍ と 記 載 ） し て い た た め 、 意 匠 凹
部 の 内 面 に 付 着 す る 塗 料 は な だ ら か な 浅 い 凹 状 と な る 。 こ の よ う に 、 塗 料 の 保 持 力 が 弱 く
、 し か も な だ ら か な 浅 い 凹 状 で あ る と 、 塗 料 が 意 匠 凹 部 か ら 剥 が れ 落 ち る こ と が あ っ た 。
従 っ て 、 特 許 文 献 ２ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル は 、 塗 料 使 用 量 は 節 減 で き て も 、 塗 着 性 能 が 不 充 分 な
た め 、 十 分 な 実 用 化 は な さ れ な か っ た 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ３ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル に よ る と 、 意 匠 凹 部 が 工 具 に よ っ て 切 削 さ れ る の で 、 意 匠 凹
部 の 輪 郭 が 直 線 に 限 ら れ 、 パ ネ ル の 表 面 デ ザ イ ン が 限 定 さ れ た 。 ま た 、 切 削 に よ り 意 匠 凹
部 の 内 面 に 気 孔 が 開 口 す る た め 、 特 許 文 献 １ と 同 様 、 塗 料 が 意 匠 凹 部 に 浸 み 込 み 、 塗 料 使
用 量 が 増 え る 問 題 点 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 の 表 面 に 意 匠 凹 部 を 深 く 且
つ 適 度 な 幅 で 形 成 し て 、 塗 料 の 浸 透 だ け で な く 剥 離 を も 防 止 で き る Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル は 、 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 の 表 面
に 転 写 ロ ー ラ の 凸 部 が 押 し 付 け ら れ て 形 成 さ れ た 深 さ ３ ～ １ ５ ｍ ｍ 、 幅 ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 意
匠 凹 部 を 多 数 個 分 散 状 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 パ ネ ル 素 材 と し て は 、 発 泡 後 の 半 硬 化 状 態 の モ ル タ ル ケ ー キ を ピ ア ノ 線 等 の ワ
イ ヤ で 所 要 の 厚 さ の パ ネ ル 状 に 切 断 し 、 そ の 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 工 程 と 養 生 工 程 と を 経 て
本 硬 化 （ 完 全 硬 化 ） さ せ た も の を 例 示 で き る 。 切 断 工 程 で は 、 パ ネ ル 表 面 の 気 孔 開 口 部 が
少 な く な る 点 で 、 ワ イ ヤ に 振 動 を 与 え て 切 断 す る 振 動 切 断 法 を 好 ま し く 採 用 で き る （ 特 開
平 ２ － ４ ３ ０ ０ ５ 号 公 報 、 特 開 平 ７ － ２ ２ ９ ５ ０ ５ 号 公 報 等 ） 。 本 発 明 で は 、 本 硬 化 し た
パ ネ ル 素 材 の 表 面 に 、 転 写 ロ ー ラ の 凸 部 を 押 し 付 け て 凸 部 と 同 じ 形 状 の 意 匠 凹 部 を 加 工 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 意 匠 凹 部 の 形 状 は 、 幅 と 深 さ を 除 き 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 パ ネ ル 表 面 の デ ザ イ ン に 応 じ て
適 宜 に 決 定 で き る 。 例 え ば 、 溝 形 の 意 匠 凹 部 を パ ネ ル 素 材 の 長 手 方 向 に 延 ば し て も よ く 、
パ ネ ル 素 材 の 幅 方 向 に 延 ば し て も よ い 。 ま た 、 斑 点 状 の 意 匠 凹 部 を パ ネ ル 素 材 の 表 面 に 不
規 則 に 配 列 し て も よ く 、 規 則 的 に 配 列 し て も よ い 。 意 匠 凹 部 の 断 面 形 状 と し て は 、 Ｕ 字 形
、 逆 台 形 、 Ｖ 字 形 等 を 例 示 で き る が 、 塗 料 が 意 匠 凹 部 の 内 面 に 隈 無 く 付 着 す る 点 で 、 意 匠
凹 部 の 底 は 曲 面 （ 特 に 断 面 略 円 弧 状 面 ） で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 意 匠 凹 部 は 深 さ ３ ～ １ ５ ｍ ｍ 、 幅 ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ と す る 。 こ の 範 囲 で あ る と 、 塗 料 が 意 匠
凹 部 の 内 面 に 深 い ブ リ ッ ジ 状 に 付 着 し 、 従 っ て 意 匠 凹 部 に 向 か っ て ブ リ ッ ジ 状 に 張 り 出 す
よ う に し て 自 己 保 持 力 を 発 揮 す る 。 意 匠 凹 部 の 深 さ が ３ ｍ ｍ 未 満 に な る と 、 塗 膜 が 凹 部 を
さ ら に 浅 く す る こ と も あ っ て 、 明 確 な ブ リ ッ ジ が 形 成 さ れ ず 、 前 出 の 特 許 文 献 ２ の よ う に
塗 料 が 剥 離 し や す く な る 。 ま た 、 意 匠 凹 部 の 存 在 感 が 薄 れ 、 意 匠 効 果 が 低 下 す る と い う こ
と も あ る 。 一 方 、 意 匠 凹 部 の 深 さ が １ ５ ｍ ｍ を 超 え る と 、 欠 け や ク ラ ッ ク が 生 じ や す い う
え 、 ５ ０ ｍ ｍ 厚 の 薄 型 パ ネ ル の 場 合 に 、 内 部 に 埋 設 し た 補 強 鉄 筋 が 露 出 す る 可 能 性 が あ る
。 ま た 、 意 匠 凹 部 の 幅 が ３ ｍ ｍ を 下 回 る と 、 塗 料 が 意 匠 凹 部 の 内 側 で 凝 縮 し て ブ リ ッ ジ を
形 成 し な く な る 。 意 匠 凹 部 の 幅 が ３ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 、 ブ リ ッ ジ が 間 延 び し 、 塗 料 が 意 匠
凹 部 の 平 滑 面 か ら 剥 離 し や す く な る う え 、 型 押 し 時 に パ ネ ル 素 材 の 縁 が 欠 け た り 、 意 匠 凹
部 の 底 に ク ラ ッ ク が 生 じ や す く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 、 剥 離 防 止 効 果 、 意 匠 効 果 、 ク ラ ッ ク 防 止 効 果 を 総 合 的 に 考 慮 す る と 、 意 匠 凹
部 は 深 さ ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 、 幅 ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ が よ り 好 ま し く 、 深 さ ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 、 幅 ５ ～ １ ５
ｍ ｍ が さ ら に 好 ま し い 。 ま た 、 パ ネ ル 素 材 に 過 大 な 押 圧 力 を 作 用 さ せ ず に 、 意 匠 凹 部 を 幅
広 く か つ 深 く 加 工 で き る 点 で 、 パ ネ ル 素 材 の 横 断 線 上 に 位 置 す る 多 数 個 の 意 匠 凹 部 の 寸 法
合 計 値 は パ ネ ル 素 材 の 幅 の １ ／ ２ 以 下 で あ る こ と が 望 ま し い 。 な お 、 転 写 ロ ー ラ の 周 方 向
に 延 び る 凸 部 の 長 さ に よ っ て 形 成 さ れ る 意 匠 凹 部 の 長 さ は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 本 発 明 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル に よ れ ば 、 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 の 表 面 に 意 匠 凹 部 を 押 圧 形 成 す
る の で 、 意 匠 凹 部 か ら ク ラ ッ ク を な く し 、 気 孔 を 塞 い で 、 塗 料 の 浸 透 を 防 止 し 、 塗 料 使 用
量 を 節 減 で き る 効 果 が あ る 。 ま た 、 意 匠 凹 部 を 深 く 且 つ 適 度 な 幅 で 形 成 す る の で 、 塗 料 を
意 匠 凹 部 の 内 面 に ブ リ ッ ジ 状 に 付 着 さ せ 、 自 己 保 持 力 を 高 め て 、 塗 料 の 剥 離 を 防 止 で き る
効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 示 す 。 こ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル １ に お い て は 、 本
硬 化 し た パ ネ ル 素 材 ２ の 表 面 に 、 転 写 ロ ー ラ ３ の 凸 部 ４ が 押 し 付 け ら れ る こ と で 、 不 規 則
な 形 状 の 意 匠 凹 部 ５ が 多 数 個 分 散 状 に 形 成 さ れ て い る 。 意 匠 凹 部 ５ の 深 さ は ５ ～ １ ０ ｍ ｍ
に 設 定 さ れ 、 幅 は ５ ～ １ ２ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 パ ネ ル 素 材 ２ の 横 断 線 上 に 位 置 す る 意
匠 凹 部 ５ の 幅 寸 法 の 合 計 値 は パ ネ ル 素 材 ２ の 幅 の １ ／ ２ 以 下 に 収 め ら れ て い る 。 意 匠 凹 部
２ の 底 は 、 角 が 生 じ な い よ う に 曲 面 ６ （ 図 ４ 参 照 ） と さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の Ａ
Ｌ Ｃ パ ネ ル １ は 建 築 物 の 外 壁 に 用 い ら れ る 意 匠 パ ネ ル で あ り 、 パ ネ ル 表 面 に 意 匠 凹 部 ５ が
多 数 個 分 散 状 に 加 工 さ れ て い る 。 意 匠 凹 部 ５ の 加 工 に 際 し て は 、 発 泡 後 の 半 硬 化 状 態 の モ
ル タ ル ケ ー キ を 前 記 振 動 切 断 法 に よ り ワ イ ヤ で パ ネ ル 状 に 切 断 し た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 工
程 と 養 生 工 程 と を 経 て 本 硬 化 し た パ ネ ル 素 材 ２ と 、 転 写 ロ ー ラ ３ と が 用 い ら れ て い る 。 こ
の 実 施 例 の パ ネ ル 素 材 ２ の 寸 法 は 長 さ １ ８ ０ ０ ｍ ｍ 、 幅 ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ ５ ０ ｍ ｍ で あ る
。 転 写 ロ ー ラ ３ は 、 直 径 １ １ ４ ｍ ｍ 、 長 さ ６ ５ ０ ｍ ｍ の 円 筒 体 で あ り 、 そ の 表 面 に 円 周 方
向 に 長 い 不 規 則 な 形 状 の 凸 部 ４ が 多 数 個 分 散 状 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ ネ ル 素 材 ２ は 表 面 加 工 装 置 １ １ の 基 盤 １ ２ 上 に 載 置 さ れ 、 基 盤 １
２ と 共 に モ ー タ １ ３ に よ り ネ ジ 軸 １ ４ を 介 し て パ ネ ル 長 手 方 向 へ 送 ら れ る 。 転 写 ロ ー ラ ３
は 支 持 枠 １ ５ に 支 持 さ れ 、 支 持 枠 １ ５ は ボ ル ト １ ６ で 機 枠 １ ７ に 高 さ 調 整 可 能 に 取 り 付 け
ら れ て い る 。 ロ ー ラ 軸 ３ ａ に は 基 盤 １ ２ 上 の ラ ッ ク １ ８ に 噛 み 合 う 歯 車 １ ９ が 設 け ら れ 、
基 盤 １ ２ の 送 り に 伴 い 、 転 写 ロ ー ラ ３ が パ ネ ル 素 材 ２ と 同 じ 方 向 へ 同 じ 速 度 （ ５ ０ ｍ ｍ ／
秒 程 度 ） で 回 転 さ れ る 。 そ し て 、 パ ネ ル 素 材 ２ の 表 面 に 、 転 写 ロ ー ラ ３ の 凸 部 ４ を 押 し 付
け る こ と で 、 多 数 の 意 匠 凹 部 ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 意 匠 凹 部 ５ の 深 さ は 個 々 別 々 で あ る が 、 ５ ～ １ ０ ｍ ｍ の 範 囲
内 に 設 定 さ れ て い る 。 意 匠 凹 部 ５ の 幅 は 不 統 一 で あ る が 、 ５ ～ １ ２ ｍ ｍ の 範 囲 内 に 収 め ら
れ て い る 。 意 匠 凹 部 ２ の 断 面 形 状 は 不 規 則 で あ る が 、 各 意 匠 凹 部 ５ の 底 は 曲 面 ６ と さ れ て
い る 。 ま た 、 パ ネ ル 素 材 ２ の 横 断 線 上 に 位 置 す る 意 匠 凹 部 ５ （ 図 ４ に 示 す １ ０ 個 の 凹 部 ５
） の 幅 寸 法 の 合 計 値 は 、 パ ネ ル 素 材 ２ の 幅 （ ６ ０ ０ ｍ ｍ ） の １ ／ ２ 以 下 に 設 定 さ れ て い る
。 な お 、 パ ネ ル 素 材 ２ と 転 写 ロ ー ラ ３ と の 間 の ク リ ア ラ ン ス ２ ０ （ 図 ２ 参 照 ） は 、 ボ ル ト
１ ６ で ３ ～ ５ ｍ ｍ 程 度 に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 例 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル １ に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
（ ａ ） 本 硬 化 し た 後 の 強 度 が 大 き な パ ネ ル 素 材 ２ を 型 押 し す る の で 、 パ ネ ル 素 材 ２ の 縁 に
欠 け が 生 じ に く く 、 意 匠 凹 部 ５ の 内 面 に ク ラ ッ ク が 入 り に く い 。
（ ｂ ） 型 押 し 時 に 、 意 匠 凹 部 ５ の 内 面 の 気 孔 が 潰 さ れ 破 砕 粒 子 で 閉 塞 さ れ る の で 、 意 匠 凹
部 ５ の 内 面 を 緻 密 か つ 平 滑 に 仕 上 げ る こ と が で き る 。
（ ｃ ） 従 っ て 、 意 匠 凹 部 ５ に お け る 塗 料 の 浸 透 を 防 止 し 、 意 匠 凹 部 ５ と 平 坦 部 （ ピ ア ノ 線
に よ る 切 断 面 ） の 塗 布 量 を 等 し く し て 、 パ ネ ル 全 体 の 塗 料 使 用 量 を 節 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ｄ ） 意 匠 凹 部 ５ は 本 発 明 の 規 定 範 囲 内 の 深 さ ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 、 幅 ５ ～ １ ２ ｍ ｍ で あ る た め
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、 図 ４ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 塗 料 ２ １ が 意 匠 凹 部 ５ の 内 面 に ブ リ ッ ジ 状 に 付 着 し 、 自 己
保 持 力 を 発 揮 す る 。
（ ｅ ） 意 匠 凹 部 ５ の 底 が 曲 面 ６ な の で 、 塗 料 ２ １ を 意 匠 凹 部 ５ の 内 面 に 隈 無 く 付 着 さ せ る
こ と が で き る う え 、 ブ リ ッ ジ を 湾 曲 さ せ て 強 度 を 増 し 、 塗 料 ２ １ の 自 己 保 持 力 を 高 め る こ
と が で き る 。
（ ｆ ） 従 っ て 、 意 匠 凹 部 ５ の 内 面 が 平 滑 で あ る に も か か わ ら ず 、 塗 料 ２ １ の 剥 離 を 確 実 に
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ｇ ） 意 匠 凹 部 ５ が パ ネ ル 素 材 ２ の 横 断 線 上 に お い て パ ネ ル 幅 の １ ／ ２ 以 下 を 占 め る よ う
に 分 布 し て い る の で 、 パ ネ ル 素 材 ２ に 過 大 な 押 圧 力 を 作 用 さ せ る こ と な く 、 意 匠 凹 部 ５ を
幅 広 く か つ 深 く 加 工 す る こ と が で き る 。
（ ｈ ） 幅 広 で 深 い 意 匠 凹 部 ５ を パ ネ ル 表 面 に 多 数 個 分 散 状 に 分 布 さ せ た の で 、 意 匠 凹 部 ５
を 目 立 た せ 、 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル １ の 表 面 に 斬 新 な デ ザ イ ン を 創 作 す る こ と が で き る 。
（ ｉ ） 意 匠 凹 部 ５ の 最 大 深 さ が １ ０ ｍ ｍ で あ る た め 、 パ ネ ル 素 材 ２ に 埋 設 さ れ た 補 強 鉄 筋
７ が 露 出 す る お そ れ が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 の 表 は 、 上 記 実 施 例 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル １ の 塗 料 使 用 量 を 比 較 例 と 対 比 さ せ て 示 す も の で
あ る 。 同 表 に お い て 、 無 振 動 切 断 は 前 記 の よ う な 振 動 を 加 え な い ワ イ ヤ に よ る 切 断 で あ り
、 塗 布 量 は 下 塗 り 用 塗 料 の 使 用 量 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 表 か ら 明 ら か な よ う に 、 上 記 実 施 例 の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル １ に よ れ ば 、 パ ネ ル 素 材 ２ を 振
動 切 断 法 で 切 断 し 、 意 匠 凹 部 ５ を 押 圧 形 成 し た の で 、 平 坦 部 の 塗 布 量 と 意 匠 凹 部 ５ の 塗 布
量 と を 同 等 に し 、 塗 装 装 置 の 設 定 塗 布 量 を 比 較 例 １ － ３ の １ ／ ３ ま で 落 と す こ と が で き た
。 ま た 、 意 匠 凹 部 ５ の 内 面 を 薄 い 塗 膜 で 気 孔 跡 が 目 立 た な い よ う に 見 栄 え よ く 塗 装 す る こ
と が で き た 。 し か も 、 意 匠 凹 部 ５ を 切 削 に よ り 形 成 し た 比 較 例 １ ， ３ の 場 合 は 、 塗 装 前 に
Ａ Ｌ Ｃ 母 材 の 破 砕 粒 子 を ブ ロ ア ー で 除 去 す る 手 間 が 必 要 で あ っ た が 、 押 圧 形 成 に よ る 実 施
例 及 び 比 較 例 ２ の 場 合 は 、 こ の 手 間 を 省 い て 短 時 間 に 塗 装 す る こ と が で き た 。 な お 、 比 較
例 ２ の 場 合 に 、 意 匠 凹 部 ５ を 手 作 業 で 塗 装 す れ ば 、 パ ネ ル 全 体 の 塗 料 使 用 量 を 節 減 で き る
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 以 下 の よ う に 、 発 明 の 趣 旨 か ら
逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 し て 具 体 化 す る こ と も で き る 。
（ １ ） 図 ５ に 示 す よ う に 、 転 写 ロ ー ラ ２ ３ の 表 面 に 凸 部 ２ ４ を ロ ー ラ 軸 線 方 向 に 長 く 形 成
し 、 意 匠 凹 部 ２ ５ を パ ネ ル 素 材 ２ ２ の 幅 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 す る 。 こ の 場 合 も 、 パ ネ
ル 素 材 ２ ２ の 横 断 線 上 に 位 置 す る 意 匠 凹 部 ２ ５ の 長 さ 寸 法 の 合 計 値 を パ ネ ル 素 材 ２ ２ の 幅
の １ ／ ２ 以 下 に 設 定 す る 。
（ ２ ） 図 ２ に 示 す 表 面 加 工 装 置 １ １ に お い て 、 転 写 ロ ー ラ ３ を 専 用 の モ ー タ で パ ネ ル 素 材
２ の 送 り 方 向 と 同 じ 方 向 へ 駆 動 す る 。 パ ネ ル 素 材 ２ と 転 写 ロ ー ラ ３ と の 速 度 差 は ± １ ０ ｍ
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ｍ ／ 秒 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 一 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 表 面 加 工 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 表 面 加 工 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 意 匠 凹 部 の 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル の 別 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 １ 　 　 Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル
　 　 ２ 　 　 パ ネ ル 素 材
　 　 ３ 　 　 転 写 ロ ー ラ
　 　 ４ 　 　 凸 部
　 　 ５ 　 　 意 匠 凹 部
　 　 ６ 　 　 曲 面
　 ２ ２ 　 　 パ ネ ル 素 材
　 ２ ３ 　 　 転 写 ロ ー ラ
　 ２ ４ 　 　 凸 部
　 ２ ５ 　 　 意 匠 凹 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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